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植松 光徳（８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「新年度の市政運営に向けて」について 

「我が国が直面する最大の危機と言われる急速な少子化は、本市において

も関係する様々な組織・団体等と連携し、総力を挙げて取り組まなくてはな

らない課題であり、まさに今が正念場と認識しております」とありますが、

以前より少子化は問題視されていましたが、なぜ今が正念場なのか御説明く

ださい。 

２．「施策の大要」について 

(1) はぐくむＦＵＪＩ「ストップ！！少子化」大作戦に係る施策について 

 「出会い・結婚を応援」について、「『移住就業支援補助金』において、

単身での移住者が１年以内に婚姻し、世帯を持った場合には、補助額を加

算いたします」とのことですが、様々な移住施策の中で単身者にターゲッ

トを絞った理由はどのようなものか伺います。 

(2) 第２『次代を担うひとを育むまち』を実現するための施策について 

① 「こどもの健やかな成長への支援につきましては、新たに『富士市子

どもの権利推進員』を設置し、『富士市子どもの権利救済委員』の活動

支援や権利に関する周知啓発を行ってまいります」とありますが、子供

の権利回復のため推進員に期待する効果はどのようなものか御説明く

ださい。 

② 教育施設の整備について、「施設一体型小中一貫校も視野に入れ、老

朽化した田子浦小学校の校舎改築を機に、新校舎整備基本構想を検討す

る」とのことですが、小中一貫校に対する効果をどのようにお考えでし

ょうか。 

③ 「神戸小学校、須津中学校の屋内運動場や富士南小学校などの校舎等

の改修を実施する」とのことですが、富士市立小中学校適正規模・適正

配置基本方針の観点から、既存の人口が減少する地域において整備をし

ていく理由はどのようなものでしょうか。 

(3) 第３『支え合い健やかに過ごせるまち』を実現するための施策について 

① 中央病院について、「救急専門医の配置日数を増やすほか、常勤の救

急救命士を新たに配置することにより、救急医療体制の強化を図るとと

もに、心臓血管外科の常勤医師を増員し、心疾患の対応強化を図ってま

いります」とありますが、医師確保のため具体的にどのように取り組む

のでしょうか。 

 ② 「地域医療につきましては、富士保健医療圏における救急受入困難事

案、いわゆる630問題の解消を目指し、二次救急医療輪番体制に参加す

る医療機関を４病院に拡充するとともに、引き続き平日の朝から夕方ま

での受入れ困難時間帯の一次救急医療体制を確保してまいります」とあ

りますが、現時点で630問題がどのくらい改善しているとお考えでしょ

うか。 

(4) 「質が高く柔軟な行政経営」と「持続可能な財政運営」に位置付けた取

組について 

 持続可能な財政運営について、「『富士市公共施設マネジメント基本方

針』を見直し、今後の厳しい財政状況や少子化、人口減少等、公共施設を

取り巻く状況の変化に対応してまいります」とありますが、ファシリティ

ーマネジメントにおける成果と現状の課題について伺います。 

(5) 新年度の執行体制について 



－ 7 － 

順位 氏名（議席） 発 言 の 要 旨 

４ 植松 光徳（８） 

 

 「ファシリティマネジメントの更なる推進のため、資産経営課『資産経営

担当』を、公共施設の総合的かつ計画的な管理を行い保有量の適正化を推進

する『ファシリティマネジメント推進担当』と公有財産の利活用に関する取

組を推進する『資産活用担当』に再編いたします」とありますが、具体的に

どのような業務を担う予定でしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


